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を分析する。また江守 HD の事例との共通点・相違点に着目しながら進めた。 
2015 年 10 月 
 LIXIL・江守 HD の事例の相違点・共通点の体系的整理。そこから有効な対策法の考察をした。チ
ャイナリスクの再分析を行う。 










1 章. 日中会計の違いとは 
 国際的にグローバルスタンダードなものに改めようという動きがある。国際財務報告基準（IFRS）
とのズレが日中両国にあり対処が必要である。以下の 3 点を日本企業の留意点として示したい。 
①売上計上基準 
 中国会計は国際会計基準との一致が見られ、IFRS との日本基準の相違と同様に捉えられる。 
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2 章．“チャイナリスク”とは 




















3 章．オペレーショナルリスクから生じた問題 ～LIXIL・江守 HD 事件の概要～ 
 本研究において特に取り上げるのは、図１のオペレーショナルリスクの中でも財務リスク・営業販
売リスクの二つが関係しているものである。 
 まず LIXIL 事件では財務リスクが関係している。この事件の概要は、LIXIL が 2014 年の GROHE
買収時に取得した孫会社の中国 JOYOU 社の不正会計によって、今後 3 年間の損失累計額 662 億円を
被り企業価値を毀損したというものだ。これは「粉飾決算」という財務会計リスクを表している。 





4 章．各事例の分析～何が原因か～                                                               
① LIXIL 事件 
 中国 JOYOU 社の創業者の蔡建設・蔡吉林父子による簿外債務による不正会計が発端である。この
簿外債務の問題に関しては、中国進出の一つのリスクとして意識する必要があると考えられる。中国
において財政部（日本で言う財務省）公告の調査結果から 2000 年〜2004 年までの調査では抽出調査
された上場企業の 10~14%程度に簿外取引の存在が確認されたのである。R（1）R日本のそれ（全上場企業
の中で 4%）と比較しても非常にこの値が高いことが分かる。（KPMG 調査より） 
図 1 Jetro 資料 2013 より 
申請先学部 追加枠 
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て、性善説による買収先決定の甘さによるものがあり、M&A 戦略のミスがあったと考えられる。  






































































































（1）過去の論文から 2004 年のデータのみが得られた。 
（2）フランクフルト証券取引所とは、上場銘柄のうちドイツ企業の主要 30 銘柄を対象とした株価指数で
ある DAX 指数を扱う、ユーロ圏最大の規模の証券取引所である。（ブルームバーグより） 
（3）銀行取引停止処分を受けると、手形交換所の加盟金融機関から 2 年間にわたり当座取引や貸出取引が
できなくなる。（東京商工リサーチより） 
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